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Abstract：
While there has emerged such an opinion that the concept of “Corporate Social Responsibility” shall be replaced by 
the “Corporate Sustainability and Responsibility” as a transformative perspective, this paper argues that the concept 







示している（Dinika et al.,2019, p.21）。本稿は、こうした所論に立脚し、






















ル（Eke Eijgelaar）の論考（Bouwer et al., 2019）によると、CSR
は「ビジネス世界ではよく知られたものであり、かつ基本的概






































































綱領”（The Global Code of Ethics for Tourism）に照応するもので、“世





















次のようになっている（その社名はすべて Strasdas, 2019, pp.158-160 に掲
載されているが、ここでは省略した）。アメリカ＝39 社、イギリス＝8 社、
カナダ＝5 社、オーストラリア＝5 社、ニュージランド＝4 社、フ
ランス＝3 社、オランダ＝3 社、スウェーデン＝2 社、アラブ地
区＝2 社、シンガポール＝2 社、ドイツ＝1 社、デンマーク＝1 社、
オーストリア＝1 社。
　その場合シュトラスダスは、コールらが CSR 取り組みの深さ
や広さ（以下では CSR 尺度という）に 4 つのレベルがあるとして、
提示しているところを引用し、有用なものとしている（Coles et al., 
2013, cited in Strasdas, 2019,p.148）。それは以下のようなものである。
①  CSR 0.0：社会にとり有用であって、かつ当該企業にとって
直接有益と思われるものについてだけ、どちらかといえば、
やむを得ず個別的に実践することがあるもの。




③  CSR 2.0：CSR を自己企業の中核的事業に統合された形に
おいてとらえ、体系的かつ有意的に実践するもの。








次世代学習経験”（tourism research innovation and next generational 
learning experience）という考え方が採られるべきであると提起し、





























Persoon, 2006, cited in Strasdas, 2019,p.149）。
　この上にたってシュトラスダスは、実際の状況について、さし
あたり、“アドベンチャートラベル業協会”（The Adventure Travel 
Trade Association ：ATTA）で 2017 年 8 月に行われた調査を紹介
している（以下は Strasdas, 2019,pp.151-155 による）。
　ATTA は、アドベンチャーツーリズム業の世界的に代表的
な組織で、当時その加入業者は 100 か国以上の 1,000 以
上の業者を数えた。その多くは“国際的エコツーリズム協会”





























































































































































































と）2010 年から2050 年の間において、ツーリスト数は 100%
増加すると予測されるが、これらツーリストが旅行する距離は
130% 増加すると見込まれるとしている（Gössling & Peeters, 2015, 
cited in Peeters et al.,2019,p.166）。












































ると提議している（以下本項は Peeters et al., 2019,pp.169-171 による）。





（economic value added）をいうものである。ただしこれには、2 種
類の考え方があるとしている。1 つは、旧来的な考え方にたつ
もので、出資者の価値のみを対象とするものである（一元的企

































れるためであろうが、研究はまだ進んでいないと（Peeters et al., 
2019,p.171）、この部分をしめくくっている。
　次に、航空交通業における“CSR に関する報告書”
















いわれる（Peeters et al., 2019,p.173）。
　そうした中、国連機関では“国際民間航空機関”（The In-
ternational Civil Aviation Organization：ICAO；以下本稿では ICAOとも
いう）があり、指導的役割を果たしている。同機関では近年、
グローバルな民間航空組織のサスティナブルな成長（sustainable 
growth of the global civil aviation）を使命にするとしているが、ペー
タースらは、「ICAO では、相対的に経済的目標志向性が強
い（relatively strong economic goal of  ICAO）。これでは景気変動、
大気汚染、騒音などのグローバルな課題に対処する能力にお
いて、不充分性があるかもしれない」（Peeters et al., 2019,p.173）と
評している。
　航空交通業企業の個々の報告書についても、ペータースら
によると（Peeters et al., 2019, p.174）、その調査・研究を行った論者
たちの見解には、全般的には、報告書の内容について批判
的なものが多い。例えば 2011 年のヘールス（Heeres, J.L.）ら


























































創出にある」（Peeters et al., 2019,p.176）。これが、ペータースらの
結論的テーゼである。
　ペータースらの所論は以上とし、次にツーリズム業中小企
業（small and medium tourism enterprise）の CSR 問題を考察す
る。ここではシドニー工科大学のシュレンカー（Katie Schlenker）
／エドワーヅ（Deborah Edwards）／ワッツ＝シール（Christiana 
Watts=Seale）の論考（Schlenker et al., 2019）を取り上げる。その論
文タイトルは「ツーリズム業中小企業における CSR 活動のモ






























































EU などでは、通例的には従業員 250 人以下が中小企業の
範囲とされていることなどを紹介し、その上においてオーストラ
リアでは従業員 20 人以下が小企業、それ以上 200 人以下
が中企業とされていることをよしとし、同論考では従業員 200








着的で（embedded in the local community）、かつ情況に即応する
非公式性（informal）が強い。つまり弾力的経営的である。故







も第 1 に、そうした企業では企業所有者の専断的な経営（sole 





のである（Schlenker et al., 2019,p.119）。そればかりでなく、旧来の
研究では、CSR には中小企業では取り組み難い難点のあるこ
とが指摘されてきた。


























で 2,500 以上のツーリズム関係企業があり、そのうちの 99.9%








































































CSR 取り組みの動機 個人的価値観に立脚する 事業運営上の事由に立脚する
CSR 取り組みの利点 個人的満足感充足 事業上で利点があること
使用資源の状況 資源のいかんは理由にならない 資源がなければ CSR はできない
CSR の性格 本来インフォーマルなもの。フォーマルなガイドラインなどは無用 フォーマルなガイドラインにより組織として行うもの





は何かが問題になるが、ペテルシクでは、EU において CSR は、
簡潔には「企業（enterprises）が社会に及ぼすインパクトに対し
責任を持つことである」と規定されているところに依拠したもの









































① 最基底レベル＝個人レベル＝個人の責任（responsibility of 
individuals）、
② 低中間レベル＝企業（組織体）レベル＝企業の社会的責任
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